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伊達市農業委員会は今年度より G PS 機能付き 電子タ ブレ ッ ト による農地パト ロールを

導入し まし た。 遊休農地の特定が容易と なり 、 調査精度向上の一助と なっ ています。

主な内容

地域計画に関する調査を行っ ています…２

農地が取得し やすく なり まし た………３

農業者年金受給者・ 加入者の声………４

農地パト ロールを行っ ています………２

農業委員・ 推進委員の改選について…３

２
０
２
３
年
第
　
号
11

◆
編
集
委
員

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

編

集

後

記

　
今
年
は
、
猛
暑
続
き
で
水
不
足
、
生
育
障
害
、
発

芽
障
害
な
ど
農
産
物
に
悪
影
響
が
生
じ
た
大
変
な
夏

で
し
た
。
９
月
に
な
っ
て
も
暑
い
日
が
続
き
農
作
業

も
大
変
な
毎
日
で
す
。

　
７
月
か
ら
農
地
利
用
状
況
確
認
の
た
め
の
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
が
始
ま
り
、
今
年
か
ら
電
子
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
使
用
し
て
の
調
査
に
な
り
ま
し
た
。
操
作
に
慣
れ

て
い
な
い
た
め
か
、
２
〜
３
日
は
四
苦
八
苦
で
し
た

が
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
付
き
な
の
で
、
紙
の
地
図
で
調
査

す
る
よ
り
も
自
分
や
農
地
の
位
置
が
確
認
で
き
る
の

で
楽
に
な
り
、
例
年
よ
り
も
農
地
の
状
況
を
よ
く
観

察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
高
齢
と
な
り
農
地
の

管
理
が
大
変
に
な
っ
た
方
は
、
雑
草
が
繁
茂
し
な
い

う
ち
に
近
く
の
農
業
委
員
や
農
業
委
員
会
事
務
局
ま

で
相
談
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
編
集
委
員
　
後
藤
喜
美
枝
）

　
清
野
　
直
人
（
霊
山
地
域
）

　
後
藤
喜
美
枝
（
保
原
地
域
）

　
土
屋
洋
一
郎
（
梁
川
地
域
）　

　
渡
邉
み
き
子
（
霊
山
地
域
）

　
吉
田
　
浩
重
（
伊
達
地
域
）　

　
髙
橋
　
敏
明
（
月
舘
地
域
）

　
菊
池
　
和
彦
（
梁
川
地
域
）

v o l.

11

　
農
業
者
年
金
は
、
国
民

年
金
の
被
保
険
者
で
年
間

6 0
日
以
上
農
業
に
従
事
さ

れ
て
い
る
方
な
ら
、
ど
な

た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

　
積
立
方
式
に
よ
る
安
定

し
た
制
度
は
、
少
子
高
齢

化
の
時
代
に
も
対
応
し
て

お
り
、
保
険
料
も
月
額
２

万
円
か
ら
６
万
７
千
円
ま

で
、
ご
自
身
の
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
に
合
わ
せ
て
自
由
に

選
択
で
き
ま
す
。

　
認
定
農
業
者
な
ど
の
一

定
の
要
件
を
備
え
た
方
に

対
し
て
は
、
保
険
料
の
国

庫
助
成
（
政
策
支
援
）
が

あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
事
務
局
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

農
業
者
年
金
受
給
者
・
加
入
者
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
達
市
農
業
委
員
を
務
め
る
宍
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
洋
一
さ
ん
は
、
妻
、
長
男
夫
婦
、
孫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
人
の
３
世
代
家
族
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
経
営
移
譲
を
受
け
た
息
子
の
洋
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
を
中
心
に
、
水
稲
1 9 0
ア
ー
ル
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桃
7 0
ア
ー
ル
、
露
地
き
ゅ
う
り

2 0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ー
ル
、
柿
畑
8 0
ア
ー
ル
を
経
営
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ん
ぽ
柿
３
千
キ
ロ
を
出
荷
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
洋
一
さ
ん
は
、
平
成
1 4
年
に
新
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
度
が
発
足
し
た
当
初
に
、
保
険
料
の

国
庫
補
助
が
受
け
ら
れ
る
政
策
支
援
加
入
を
し
て
、
一
昨
年
か
ら
農
業
者
年
金
を

受
給
し
て
い
ま
す
。「
自
分
も
年
金
を
受
給
す
る
年
に
な
っ
た
ん
だ
な
あ
と
。
息

子
や
孫
の
た
め
に
使
っ
て
あ
げ
ら
れ
る
か
ら
い
い
と
思
っ
た
」
と
洋
一
さ
ん
。
そ

ん
な
農
業
者
年
金
の
１
番
の
魅
力
は
「
一
生
受
給
で
き
る
の
で
良
い
」
と
お
話
し

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
洋
平
さ
ん
も
、
父
・
洋
一
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
昨
年
か
ら
政

策
支
援
加
入
。「
政
策
支
援
を
ず
っ
と
も
ら
え
た
ら
い
い
の
に
な
」
と
、
農
業
者

年
金
な
ら
で
は
の
制
度
で
あ
る
政
策
支
援
が
一
番
の
魅
力
だ
と
答
え
て
く
れ
ま
し

た
。

宍
戸
洋
一
さ
ん

（ 66）

宍
戸
洋
平
さ
ん

（ 38）　

　
　
　
　
　
　
　
（
梁
川
町
）

↑シミ ュ レータ で

受給額を チェ ッ ク ！



　
地
域
計
画
と
は
、
各
地
域
に
お
い
て
農
業
者
や
住
民
の

方
々
で
話
し
合
い
を
行
い
、
概
ね
1 0
年
後
の
将
来
に
於
け

る
農
地
集
積
方
針
を
ま
と
め
る
こ
と
で
農
地
の
荒
廃
を
防

ぎ
、
効
率
的
な
土
地
利
用
に
資
す
る
、
地
域
農
業
の
い
わ

ば
設
計
図
と
な
る
計
画
で
す
。
国
は
令
和
７
年
３
月
ま
で

に
全
国
す
べ
て
の
地
区
で
地
域
計
画
を
立
て
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
計
画
の
成
立
の
た
め
に
は
、

地
域
の
農
業
者
の
皆
様
、
農
地
を
お
持
ち
の
市
民
の
方
々

の
土
地
利
用
意
向
や
、
経
営
意
向
の
調
査
が
不
可
欠
と
な

り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
伊
達
市
で
は
令
和
５
年
８
月
よ
り
、
約
七

千
世
帯
の
農
家
・
農
地
所
有
世
帯
に
調
査
書
を
お
送
り
し

ま
し
た
。
こ
の
調
査
結
果
を
用
い
て
、
土
地
所
有
者
と
地

域
農
業
者
の
ニ
ー
ズ
を
可
視
化
し
、
将
来
の
土
地
利
用
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

結
果
は
、
地
域
農
業
者
や
関
係
機
関
が
共
同
で
開
催
す
る

「
協
議
の
場
」
で
「
目
標
地
図
」
の
素
案
と
し
て
用
い
、

次
世
代
に
つ
な
ぐ
計
画
の
た
め
に
役
立
て
ま
す
。

〈 ３ 〉　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 農業委員会だより 農業委員会だより 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　〈 ２ 〉

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　
農
地
の
売
買
や
贈
与
、
貸
借
に
は
農
地
法
第
３
条
に
よ
る
許
可
が
必
要
で
す
が
、

許
可
要
件
の
ひ
と
つ
に
面
積
要
件
が
あ
り
、
受
け
手
の
耕
作
面
積
が
各
地
区
で
定
め

ら
れ
た
基
準
面
積
以
上
に
な
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
面
積
の
こ
と
を
下
限
面

積
と
呼
び
ま
す
。

　
こ
の
要
件
が
令
和
５
年
４
月
１
日
よ
り
撤
廃
さ
れ
、
も
と
も
と
農
地
を
持
た
な
い

方
で
も
農
地
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
家
庭
菜
園
を
考
え
て
い
る
方
や
、

新
規
就
農
者
の
方
な
ど
に
と
っ
て
、
今
ま
で
よ
り
も
農
地
を
取
得
し
や
す
く
な
り
、

よ
り
有
効
な
土
地
利
用
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ
し
、
法
改
正
後
も
左
記
に
掲
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
条
件
は
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
取
得
を
お
考
え
の
方
は
お
気
軽
に
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
農
地
を
効
率
的
に
利
用
し
て
耕
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
行
う
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
必
要
な
農
作
業
に
常
時
従
事
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
周
辺
の
農
地
利
用
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
障
が
な
い
こ
と
。

⑴
　
概
　
　
要   

農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
令
和
６
年
６
月
3 0
日

　
　
　
　
　
　
　
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
り
ま
す
の
で
、
来
年
１
月
に
募
集
を
行

　
　
　
　
　
　
　
い
ま
す
。

⑵
　
募
集
定
数
　
農
業
委
員
1 9
名
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
2 4
名

　
　
　
　
　
　
　※

推
進
委
員
は
伊
達
２
名
、
梁
川
９
名
、
保
原
７
名
、
霊
山
４
名
、

　
　
　
　
　
　
　
　
月
舘
２
名
。
農
業
委
員
は
地
区
指
定
な
し
。

⑶
　
任
　
　
期
　
令
和
６
年
７
月
〜
令
和
９
年
６
月
（
３
年
間
）

⑷
　
主
な
業
務
　
農
業
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
地
の
貸
借
・
売
買
及
び
農
地
転
用
へ
の
意
見
、
許
可
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
農
地
の
貸
借
・
売
買
の
許
可
、
決
定
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
　
農
地
転
用
許
可
へ
の
意
見
、
許
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
　
違
反
転
用
等
の
対
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
地
区
で
の
農
地
利
用
最
適
化
の
為
の
実
践
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
　
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
　
新
規
参
入
の
支
援
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
　
総
会
等
に
出
席
し
、
農
地
利
用
の
最
適
化
推
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
関
す
る
意
見
を
述
べ
る

⑸
　
募
集
方
法
等
　
応
募
要
領
や
用
紙
等
は
、
令
和
５
年
1 2
月
末
よ
り
、
農
業
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
会
事
務
局
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
付
し
ま
す
。

　
　
受

付

期

間
：
令
和
６
年
１
月
４
日
〜
１
月
3 1
日

農
地
が
取
得
し
や
す
く
な
り
ま
し
た

農
業
委
員
・
推
進
委
員
の
改
選
に
つ
い
て

　
　
〜
来
年
６
月
に
委
員
任
期
が
満
了
し
ま
す
〜

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　
７
月
中
旬
か
ら
９
月
下
旬
に
か
け
て
、
市
内
全
域
の
農
地
の
荒
廃
状
況
を
調
査
す

る
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。
遊
休
農
地
化
し
つ
つ
あ
る
農
地
も
し
く
は
違

反
転
用
農
地
の
早
期
発
見
を
目
的
と
し
て
お
り
、
全
委
員
が
各
々
の
担
当
地
域
を
巡

回
の
う
え
、
所
有
者
等
へ
の
改
善
指
導
を
行
い
、
荒
廃
拡
大
の
防
止
に
つ
な
げ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
よ
り
導
入
し
た
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
付
き
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
に
よ
り
、

農
地
の
位
置
把
握
が
容
易
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
紙
の
地
図
を
用
い
て
調

査
を
行
っ
て
い
た
た
め
、
現
地
と
紙
の
地
図
を
突
き
合
わ
せ
て
農
地
の
特
定
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
登
録
さ
れ
た
農
地
位
置
図
に
よ
っ
て
、
現
在
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
農
地
情
報
が
一
度
に
確
認
で
き
、
調
査
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
精
度
が
向
上
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
農
地
所
有
者
の
方
へ
の
お
願
い
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雑
草
が
繁
茂
し
て
い
る
遊
休
農
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
病
害
虫
の
発
生
等
に
よ
り
、
周

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囲
の
農
地
ば
か
り
か
、
市
民
生
活
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悪
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
地
所
有
者
の
方
は
、
耕
作
や
草
刈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
等
適
切
な
管
理
に
ご
協
力
を
お
願

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
し
ま
す
。

地
域
計
画
に
関
す
る

　
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す

　
　
〜
農
業
経
営
意
向
調
査
〜

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す

　
　
〜
電
子
地
図
調
査
を
導
入
し
ま
し
た
〜

〜
農
地
法
第
３
条

　
　
　
　
下
限
面
積
が
撤
廃
さ
れ
ま
し
た
〜


